ＥＳＤＧｓ通信第268号「埼玉から見える日本の教育改革の進捗状況」
埼玉県　〇〇町　　教育長　　○○○○　様
突然のお手紙で失礼いたします。私は手島利夫と申します。2005年か
ら2018年までの13年間、東京都内の公立小学校長としてＥＳＤ・「持続
可能な社会の創り手の育成」に取り組みつつ、2007年から2018年まで
政府のＥＳＤ円卓会議委員も務めておりました。校長退職後に「ＥＳＤ・
ＳＤＧｓ推進研究室」を開き、年間約７０回ほどの講演等の活動を続け
ながら、別途「ＥＳＤＧｓ通信」の発信も続けております。
　前回のＥＳＤＧｓ通信第267号では「研究仲間が教育長さんに就任！」
という話題になりましたので、徒然にまかせて近県の教育長様にも一部
郵送させていただくことにしました。せっかくですから、この機会に各
市町村の教育施策の状況も拝見することにしました。ところが埼玉県内
には、６３もの市町村(40町、22町、1村)があり、その全ての教育振興
基本計画（あるいは教育大綱等）を読み込み、コメントをつけるという
のは結構な体力が必要でした。でも楽しみながら拝見いたしました。
　驚いたことに、ほぼ全ての市町村(58/63)では「持続可能な社会の創り
手」の育成という理念を踏まえて、「生きる力」（29）、あるいは「確かな
学力」の育成（46）が掲げられていました。どちらも掲げられていない
のは５件だけしかありません。これは学習指導要領の主旨が各市町村レ
ベルまで届いてきた証であり、素晴らしいことと感動しました。2017年
3月に公示されて以来１０年目ですから、それを踏まえて各市町村が教
育振興基本計画の改定を重ねる中で、ご理解が進んできた証だと思いま
す。また、「主体的・対話的で深い学び」の実現を重要な施策として掲げ
ている市町村は44もあり、県内の2/3以上の自治体が重視していらっ
しゃることがわかりました。
しかし、それをどのように進めるかという具体的な施策に入ると、「確
かな学力の育成」のことを「高い学力（点数）を身につけさせること」
と勘違いされている教育委員会様が続出してしまいました（43/63）。で
すから「確かな学力の育成」を掲げていたはずなのに、途中から「（確か
でない方の）学力の向上策」を語りだし、その成果指標として学力調査
の得点の推移グラフが示されたりもしています。それでも、「確かな学力」
をきちんと理解して、それを高めるための具体的な教育施策を進めてく
ださっている市町村が21もあることに歴史的な価値を感じます。
　ここに埼玉県における「持続可能な社会の創り手」育成への突破口が
見いだせるのではないでしょうか。そしてそれは学習指導要領が示す我
が国が求める教育の姿、実現への突破口なのではないでしょうか。　　　　　　
各市町村の教育施策の中に、素敵な8つの事例がありました。中でも、
・さいたま市は全体を通してとても充実したプランにまとめていらっし
ゃいました。さすがです。
・吉川市は、イラストを使ってまとめ、各校にもまた地域や保護者にも
親しみやすくイメージ豊かにまとめていらっしゃいました。
・神川町では、小・中連携による研究の進め方や、各校で取り組まれている研究テーマがとてもしっかりしていて、小規模な街でも充実した教育実践が進んでいることを感じました。指導されている講師の方のお力が大きいのかもしれません。
皆様の区市町村における教育施策はどのような状況でしょうか。ご検
討される際のご参考にしていただけたら、この国の教育も、また一歩進
むかもしれないなと楽しみにしております。
社会も教育も大きな変革期を迎える中、その梶取りは困難を極めるも
のと思いますが、子どもたちの未来は教育施策とそれを踏まえた各校・
各先生方のお取り組みにかかっていると思います。教育長様を始め、教
育委員会、あるいはご関係者の皆様には、今後ともよろしくお願いいた
します。
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